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組
を
着
実
に
進
め
て
き
た
こ
と
、
地
域
で
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
健
康
推
進
員
協
議
会
組

織
が
全
市
町
に
組
織
さ
れ
、
会
員
に
よ
る
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
学
習
会
や
啓
発
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
体
制
も
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
の
衛
生
科
学
セ
ン
タ
ー
を
中

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
29
年（
２
０
１
７
年
）

12
月
に
発
表
し
た
「
平
成
27
年
都
道
府
県
別

生
命
表
」
に
お
い
て
、
滋
賀
県
の
男
性
の
平

均
寿
命
が
1
位
（
81・78
歳
）、
女
性
が
4
位

（
87・57
歳
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
道
府
県
別
の
結
果
は
、
昭
和
40
年
か
ら

5
年
毎
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
11
回
目
と
な

る
今
回
に
お
い
て
、
前
回
（
平
成
22
年
）
ま

で
5
回
連
続
で
男
性
１
位
だ
っ
た
長
野
県

（
81・75
歳
）
を
抑
え
て
初
の
全
国
1
位
と
な

り
ま
し
た
。

■
厚
生
労
働
省
発
表
デ
ー
タ

　
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、
本
県
の
男
性

は
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
の
低
さ
が
全

国
1
位
や
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
さ
が

全
国
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
喫
煙
率
の
低
さ
や

多
量
飲
酒
を
す
る
人
が
少
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
人
が
多
い
、
学
習
、
自
己
啓
発
を
す

る
人
が
多
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
人
が

多
い
等
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
良
い
と
言
わ

れ
る
生
活
、
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
そ
れ
を
支
え
る
生
活
環
境
も
整
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
と
全
市
町
に
健
康
増
進
計
画
と

食
育
推
進
計
画
が
あ
り
、
計
画
に
基
づ
く
取

心
に
、
健
康
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
の
持
続
的

な
収
集
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
た
こ
と
も

一
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
県
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■�

滋
賀
県
健
康
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

　
滋
賀
県
健
康
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会
は
、

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
食
生
活
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
進
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　
当
初
は
母
子
保
健
推
進
員
、
保
健
衛
生
推

進
員
の
立
場
で
、昭
和
40
年
代
か
ら
活
動
さ

れ
、昭
和
62
年
10
月
に「
健
康
推
進
員
」と
し

て
協
議
会
を
発
足
し
、
現
在
３
５
１
１
名
の

会
員
が
、
県
内
19
市
町
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉�

地
域
公
民
館
等
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
の
啓
発
や
調
理
実
習
の
実
施

◉�

県
内
高
校
、大
学
等
に
お
い
て
、バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
に
関
す
る
講
習
の
実
施

◉�

量
販
店
や
直
売
所
で
の
野
菜
一
皿
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
や「
食
育
の
日
」の
啓
発
活
動

◉�

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
４

*

予
防
の

た
め
の
体
操
等
の
普
及

◉
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
活
動

◉�

保
育
所
、
幼
稚
園
等
で
人
形
劇
等
を
使
い
、

子
ど
も
へ
の
受
動
喫
煙
防
止
啓
発
の
実
施

　
以
上
の
よ
う
に
、
食
生
活
の
活
動
に
加
え

運
動
、
健
診
受
診
、
た
ば
こ
対
策
等
の
健
康

づ
く
り
全
般
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
会
員
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
は
市
町
で

実
施
さ
れ
、
毎
年
約
４
０
０
名
の
養
成
講
座

修
了
者
が
、
新
た
に
協
議
会
に
加
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

４

*
 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動
器
症
候
群
）

　
筋
肉
、
骨
、
関
節
、
軟
骨
、
椎
間
板
と
い
っ
た
運
動

器
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
数
に
障
害
が
起
こ
り
、

「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状

態
を
い
う
。
進
行
す
る
と
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
。

滋
賀
県
の
長
寿
の
ヒ
ミ
ツ
は
こ
れ
だ
っ
た
!?

滋
賀
県
の
平
均
寿
命 

初
の
全
国
1
位
！

特�

集

健康推進員による店舗での啓発活動

運動やボランティア等で

生きがいと楽しさを
いっぱい感じて暮らそう

素敵な出会いと趣味で

健康いきいき

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
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■�
県
産
食
材
を
活
か
し
た「
滋
賀
め
し
」で
健

康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
を
目
指
し
ま
す

　
今
年
度
で
10
周
年
を
迎
え
る
「
お
い
し
が 

う
れ
し
が
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
さ
ら
に
広
げ

る
た
め
、『
健
康
長
寿
日
本
一
の
滋
賀
育
ち

「
お
い
し
が 

う
れ
し
が
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

を
始
め
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
健
康
寿
命
日
本
一

と
な
っ
た
滋
賀
で
育
っ
た
農
畜
水
産
物
を
活

か
し
た
滋
賀
の
健
康
を
支
え
る
「
食
」
の
メ

ニ
ュ
ー
「
滋
賀
め
し
」
で
、
滋
賀
の
食
の
魅

力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
滋
賀
め
し
」
と
は
、
健
康
長
寿
に
寄
与

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
本
県
な
ら
で
は
の

多
彩
な
食
材
（
湖
魚
、
近
江
牛
、
近
江
米
、

近
江
の
茶
）
や
食
文
化
を
活
か
し
、
今
以
上

に
塩
分
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
県
産
の
野
菜

摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
の
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。

　
ま
た
、「
滋
賀
め
し
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、

家
族
、
友
人
、
自
分
自
身
等
の
健
康
を
気
遣

う
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
と
、
健
康
長
寿
日
本

第４回　Fish –1 グランプリ表彰式の様子

一
の
滋
賀
が
育
ん
だ
多
様
な
県
産
食
材
を

ハ
ー
ト
の
形
で
表
現
し
、
近
江
米
の
ご
は
ん

を
連
想
さ
せ
る
ど
ん
ぶ
り
に
、
そ
の
た
く
さ

ん
の
ハ
ー
ト
を
盛
り
付
け
ま
し
た
。

　
「
滋
賀
め
し
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

県
内
大
学
で
構
成
す
る
環
び
わ
湖
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
交
流
会
※
が
、
県
内
の
ホ
テ
ル
等
の
協

力
の
も
と
、
季
節
に
合
わ
せ
た
家
族
向
け
の

メ
ニ
ュ
ー
や
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
の
お
も
て

な
し
を
想
定
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
い

ま
す
。

※�

環
び
わ
湖
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
交
流
会
：
平
成

28
年
9
月
に
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
に
関

わ
る
４
大
学
で
発
足
。

　
さ
ら
に
、「
滋
賀
め
し
」
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
（
仮
称
）
を
開
催
し
、
健
康
長
寿
日

本
一
の
滋
賀
な
ら
で
は
の
、
県
民
の
皆
様
方

が
お
持
ち
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
健
康
な
食
の
取
組
を
進
め

て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、「
お
い
し
が 

う
れ

し
が
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
店
の
皆
様
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
産
学
官
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
が
一
体
と
な
り
『
健
康
長
寿
日

本
一
の
滋
賀
育
ち
「
お
い
し
が 

う
れ
し
が
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
盛
り
上
げ
、
更
な
る
県

産
農
畜
水
産
物
の
消
費
拡
大
と
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

執
筆
：�

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部

　
　
　
健
康
寿
命
推
進
課

　
　
　
農
政
水
産
部

　
　
　
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

滋賀めしイメージ

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
は
、
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
で
３
年
連
続
「
特
Ａ
」
の
評
価

を
受
け
た
「
み
ず
か
が
み
」
の
包
装
米

飯
（
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
）
を
中
国
上
海
の

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
輸
出
販
売

を
は
じ
め
ま
し
た
。

２
月
13
日
に
は
、
同
Ｊ
Ａ
八
幡
駅
前

事
業
所
で
初
出
荷
式
を
執
り
行
い
、
三

井
久
雄
・
経
営
役
員
会
会
長
、
若
井
英

太
郎・県
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長
（
現

農
業
経
営
課
長
）、
道
法
清
隆
・
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
滋
賀
貿

易
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。
三
井
会
長
は
「
上
海
市
場
で
は
、

既
に
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
が
販
売
し
て

い
る
が
、
近
江
米
と
し
て
独
自
の
品
種

ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
て
、
攻
め
の
売
り

出
し
を
し
て
、
米
の
生
産
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
み
ず
か
が
み
」
は
、

滋
賀
県
が
開
発
し
た

独
自
品
種
で
粘
り
と

ま
ろ
や
か
な
味
が
好

評
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
管

内
は
、
県
内
作
付
け

面
積
の
約
３
分
の
１

に
あ
た
る
千
ha
を
占

め
る
主
産
地
。
滋
賀

県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
加

工
品
と
し
て
、
販
路
を
中
国
に
向
け
、

県
、
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
と
共
に
昨
年
８
月
、
現
地
市
場
調

査
も
実
施
。
商
品
名
や
デ
ザ
イ
ン
の
商

標
登
録
も
中
国
で
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

包
装
米
飯
（
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
）
の
需

要
は
日
本
で
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
上
海
市
場
で
も
日
本
の
味
を
そ

の
ま
ま
伝
え
る
事
の
で
き
る
商
品
と
し

て
、
滋
賀
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
み
ず
か

が
み
」
の
美
味
し
さ
と
滋
賀
の
環
境
こ

だ
わ
り
農
業
を
伝
え
て
販
売
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬
頃
か

ら
、
上
海
伊
勢
丹
、
シ
テ
ィ
ス
ー
パ
ー

な
ど
５
社
、
８
店
で
２
５
２
０
パ
ッ
ク

を
テ
ス
ト
販
売
し
て
い
ま
す
。
値
段
は
、

１
パ
ッ
ク
約
20
元
（
３
４
０
円
前
後
）

で
す
。

包
装
米
飯
を
上
海
で
販
売　

　

―
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
の「
み
ず
か
が
み
」

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
　
管
理
部
総
務
組
合
員
課

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ

中国に初出荷される包装米飯
（左から三井会長、道法所長、若井課長）

（２月 13 日、八幡駅前事業所で）

パックライス

（P.2）（P.3）
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や
学
生
ま
た
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
田
植
え
や
稲
刈
り
と
い
っ
た
農
作
業
や
、
生
き
も
の
観

察
会
の
後
に
は
、
地
域
住
民
と
参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を
す
る
、

交
流
活
動
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
、
二
百
名
近
く
の
参
加
が
あ
り
、
釜
で
炊
い
た
魚
の
ゆ

り
か
ご
水
田
米
の
ご
は
ん
に
、
琵
琶
湖
産
シ
ジ
ミ
の
味
噌
汁
、

琵
琶
湖
産
エ
ビ
と
地
元
産
大
豆
の
煮
物
、
地
元
産
野
菜
の
漬
物

や
枝
豆
を
提
供
し
ま
す
。
湖
岸
の
木
陰
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
広

げ
、
参
加
者
全
員
で
車
座
に
な
っ
て
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
大

好
評
で
す
。

中
学
生
の
民
泊
に
よ
る
食
文
化
の
発
信

　
平
成
二
十
六
年
か
ら
は
、
首
都
圏
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

農
家
民
泊
に
も
取
組
ん
で
い
ま

す
。
田
植
え
な
ど
の
農
作
業
体

験
の
他
、
琵
琶
湖
の
葦
の
葉
を

使
っ
た「
ち
ま
き
」づ
く
り
、
地

元
産
の
食
材
に
よ
る
料
理
と
食

事
会
を
通
し
て
食
と
農
の
理
解

と
、
滋
賀
県
の
食
文
化
の
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

米
作
り
オ
ー
ナ
ー
募
集
中

　
大
変
楽
し
い
活
動
で
す
。
一
緒
に
、
農
業
体
験
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

い
ま
、環
境
こ
だ
わ
り
農
業
に
取
り
組
む

と
こ
と
ん
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
農
業
と
消
費
者
交
流
の
取
り
組
み

�

東
近
江
市　

栗
見
出
在
家
町
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
協
議
会

か
つ
て
の
田
園
風
景
を
取
り
戻
す

　
平
成
十
八
年
か
ら
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
活
動
と
し
て
、
田
ん

ぼ
の
排
水
路
に
魚
道
を
作
り
、
琵
琶
湖
の
魚
が
自
由
に
田
ん
ぼ

に
上
が
り
、
卵
を
産
み
育
て
、
稚
魚
が
大
き
く
な
っ
て
再
び
琵

琶
湖
に
帰
っ
て
い
く
取
組
を
、
町
を
あ
げ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
村
以
来
、
昭
和
五
十
年
代
初
め
ま

で
約
百
六
十
年
間
続
い
た
、
琵
琶
湖
の
魚
と
と
も
に
暮
ら
す
田

園
風
景
や
生
業
の
在
り
様
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

畦
畔
の
除
草
剤
、
カ
メ
ム
シ
剤
の
未
使
用

　
こ
の
活
動
の
中
心
は
、
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

量
を
、
慣
行
の
半
分
以
下
に
抑
え
る「
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
」に

加
え
、
田
植
直
後
の
除
草
剤
は
、
魚
毒
性
の
低
い
も
の
を
一
回

限
り
と
し
、
畦
畔
除
草
は
刈
り
払
い
機
に
よ
り
実
施
、
カ
メ
ム

シ
用
の
殺
虫
剤
を
使
用
せ
ず
、
色
彩
選
別
機
で
対
応
と
い
っ
た

取
組
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
の
水
質
保

全
の
た
め
、
代
掻
き
時
に
は
濁
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、

地
域
全
員
で
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
農
業

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
ま
る
ご
と

の
取
組
を
行
う
こ
と
が
、
魚
に

も
人
に
も
優
し
く
、
さ
ら
に
消

費
者
に
も
喜
ば
れ
る
米
作
り

で
あ
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様

性
の
保
全
や
琵
琶
湖
の
環
境

保
全
に
も
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
者
と
の
交
流（
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
）

　
平
成
二
十
三
年
か
ら
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
米
作
り
に
参

加
し
て
い
た
だ
く「
オ
ー
ナ
ー
制
」を
始
め
ま
し
た
。
近
隣
市
町

や
他
府
県
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
家
族
や
企
業
、
大
学
等
の
社
員

魚のための魚道作り

魚のゆりかご水田協議会一同

いきもの観察会

田植え体験 刈り払い機による作業

民泊体験

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
２
１
―
１
２
４
５

東
近
江
市
栗
見
出
在
家
町
３
１
０

栗
見
出
在
家
町
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
協
議
会
事
務
局

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
４
８（
４
５
）０
６
０
３
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１
．環
境
保
全
型
農
業
の
取
組「
6
年
連
続
日
本
一
」

よ
り
安
全
で
安
心
な
農
産
物
を
消
費
者
の
皆

様
に
届
け
る
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と

す
る
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
業
に
取
り
組
む

「
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
」
は
、
平
成
29
年
度
に

は
１
５
６
０
０
ha
を
超
え
、
特
に
主
力
の
水
稲

で
は
作
付
面
積
の
概
ね
半
分
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
組
面
積
は
平
成
24
年
度
か
ら
６
年
間

連
続
日
本
一
で
す
。

滋
賀
県
で
は
今
後
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
や
琵
琶
湖
の
保
全
に
資
す
る
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
化
学
合
成
農

薬
・
肥
料
を
使
用
し
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業

（
有
機
農
業
）
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
組
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
（
水
稲
）
の
推
進
に
あ

た
り
、
最
大
の
課
題
と
な
る
の
が
雑
草
防
除
対

策
で
、
今
回
は
そ
の
対
応
に
向
け
た
活
動
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
．�乗
用
型
水
田
除
草
機
を
用
い
た
現
地
実
証

お
よ
び
実
演
会
の
開
催

県
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
（
水
稲
）
の
栽

培
技
術
を
確
立
す

る
た
め
、
最
新
の

乗
用
型
水
田
除
草

機
（
８
条
）
を
用

い
て
、
県
内
３
か

所
で
現
地
試
験
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
通
常
栽

培
で
使
用
し
て
い

る
除
草
剤
に
替
わ

乗用除草機実演説明会

り
、
機
械
で
除
草
作
業
を
行
う
も
の
で
、
機
械

の
使
用
方
法
や
水
管
理
等
、
様
々
な
工
夫
を
組

み
合
わ
せ
、
農
薬
を
使
わ
な
い
栽
培
方
法
を
実

証
し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
6
ヶ
所
で
同
機
を
使
用
し
た
実

演
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
の
べ
１
５
０
名
を

超
え
る
農
業
者
や
関
係
者
に
効
果
を
確
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
作
業
を
見
る
方
か
ら
は
、
稲
の
生
育

へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

既
に
農
薬
を
使
わ
な
い
お
米
作
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
か
ら
は
、「
従
来
の
方
法
よ
り
作

業
速
度
や
効
率
も
良
く
、
雑
草
を
掻
き
取
る
効

果
の
向
上
も
期
待
で
き
る
」
と
の
高
い
評
価
で

し
た
。

県
で
は
今
年
度
の
試
験
結
果
も
踏
ま
え
、
栽

培
技
術
を
体
系
化
し
た
「
栽
培
の
手
引
き
」
を

作
成
し
県
内
に
新
し
い
栽
培
方
法
を
普
及
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．�さ
い
ご
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
の
拡
大
に
向
け
た
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
将
来
的
に

は「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
で
も
日
本
一
」と
な
り
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
と
言
え
ば
滋
賀
県
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
取
組

を
め
ざ
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
滋
賀
県
の

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
・

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業

へ
の
ご
理
解
・
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
深
化
に
向
け
た
取
組

滋
賀
県
農
政
水
産
部
　
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

し
糀
２
の
割
合
の

倍
糀
製
法
で
毎
年

2
月
に
仕
込
み
、

ひ
と
夏
寝
か
せ
て

10
月
に
完
成
を
迎

え
る
無
添
加
・
天

然
醸
造
味
噌
で
す
。

味
噌
汁
に
し
た

際
は
糀
の
風
味
・

甘
み
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

昔
は
各
町
に
一
軒
は
糀
屋
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
滋
賀
県
は
各
家
庭
に

て
味
噌
作
り
が
盛
ん
で
し
た
。
近
年
、
糀
を
製

造
販
売
す
る
店
は
経
営
者
の
高
齢
化
と
い
う
問

題
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

糀
や
儀
平
で
は
糀
・
味
噌
造
り
文
化
を
絶
や

さ
な
い
様
、
地
域
の
人
に
学
ん
で
も
ら
う
味
噌

造
り
教
室
や
食

育
を
将
来
出
来

れ
ば
と
考
え
て

お
り
草
の
根
活

動
を
通
し
て
業

界
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

明
治
の
初
め
に

創
業
者
・
儀
平
氏

が
現
在
の
東
近
江

市
五
個
荘
の
地
で

田
舎
味
噌
を
造
っ

た
こ
と
が
始
ま
り

で
２
０
１
０
年
12

月
に
藤
野
商
事

㈱
が
意
志
を
継

ぎ
㈱
糀
や
儀
平

を
設
立
し
ま
し
た
。

糀
や
儀
平
で
は
「
安
心
・
安
全
・
美
味
し
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
の

認
定
を
受
け
た
地
元
の
米
・
大
豆
を
使
用
し
た

味
噌
、米
を
加
工
し
た
糀
（
こ
う
じ
）、甘
糀
（
甘

酒
）・
塩
糀
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

味
噌
造
り
に
お
い
て
一
番
重
要
な
物
は
糀
で

味
噌
の
出
来
上
が
り
を
左
右
し
ま
す
。

糀
や
儀
平
の
社
名
の
通
り
糀
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、
糀
製
造
は
職
人
が
一
か
ら
全
て
手
作
業

で
5
日
間
か
け
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
納

得
の
い
く
糀

は
そ
の
名
の

通
り
米
に
花

が
咲
い
た
よ

う
な
形
に
な

り
ま
す
。

儀
平
み
そ

は
そ
の
こ
だ

わ
っ
た
糀
を

大
豆
１
に
対

店舗外観

商品

儀平みそ

儀平みそのお味噌汁

除草実演

お
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社　
糀
や
儀
平

東
近
江
市
五
個
荘
竜
田
町
１
４
９
―
３

☎
０
７
４
８（
４
８
）８
１
０
０

工
場
長　
小
西　
貴

守
り
続
け
る
地
元
の
味

株
式
会
社
糀
や
儀
平
　
工
場
長
　
小こ

西に
し

　
貴た

か
し
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伝
統
農
法
を
地
域
に
残
す
た
め
に

焼
畑
農
法
と
は
、
縄
文
時
代
か
ら
日
本
で
行
わ

れ
て
き
た
と
さ
れ
る
農
法
で
、
草
木
に
火
を
入
れ

土
を
焼
く
こ
と
で
、
植
生
を
若
返
ら
せ
、
地
の
持

つ
本
来
の
力
を
引
き
だ
す
自
然
農
法
で
す
。

弊
社
が
長
浜
市
の
指
定
管
理
施
設
で
あ
る

ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
余
呉
を
お
預
か
り
し
た
当
時
（
平

成
21
年
）、
余
呉
町
で
は
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
た
焼
畑
を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
活
力

を
取
り
戻
そ
う
と
頑
張
る
先
人
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
防
災
の
観
点
か
ら
な
か
な
か
焼
畑
を
実

施
で
き
る
場
所
の
提
供
が
な
く
困
っ
て
お
ら
れ
る

話
を
聞
い
た
当
時
の
責
任
者
が
、
夏
は
使
用
し
て

い
な
い
当
施
設
の
ス
キ
ー
場
斜
面
を
焼
畑
の
場
所

に
提
供
す
る
こ
と
で
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
余
呉
で
の
焼

畑
が
始
ま
り
、

現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

道
の
駅「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」の�

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
の
所
在
す
る
竜
王

町
で
は
以
前
よ
り
果
樹
園
芸
等
が
盛
ん
で
あ
っ
た

南
部
丘
陵
地
に
お
い
て
、
琵
琶
湖
に
農
業
用
水
源

を
求
め
る
国
県
営
日
野
川
農
業
水
利
事
業
の
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
丘
陵
地
の
畑
地
造
成
と
畑
地
灌

漑
を
平
成
４
年
度
か
ら
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

と
し
て
着
手
し
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
畑
地
（
約
50
　

ha
）
の
利
用
と
生
産

物
流
通
等
の
確
立
を
目
標
に
、
自
然
豊
か
な
農
村

風
景
と
果
樹
園
等
の
地
域
観
光
資
源
を
全
面
的
に

活
か
し
、
果
樹
狩
り
等
の
農
業
体
験
の
実
践
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
収
集
並
び
に
農
業
へ
の
理
解
を

求
め
る
な
か
で
果
樹
園
芸
生
産
団
地
の
形
成
と
共

に
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
な
い
本
物
の
農
業
公
園

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

果
樹
団
地
を
含

め
た
生
産
団
地
の
形

成
拡
大
を
地
元
「
山

之
上
生
産
組
合
」
が

精
力
的
に
取
り
組
む

な
か
で
高
品
質
の
生

産
物
が
安
定
的
に

確
保
出
来
る
大
規

模
な
観
光
農
園
等

の
整
備
が
図
ら
れ
、

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

が
観
光
果
樹
園
等
へ

の
誘
客
宣
伝
活
動
を

行
い
、
竜
王
町

の
広
告
塔
と
し

て
情
報
発
信
を

図
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
と
流

通
・
誘
客
と
が

連
携
さ
れ
一
体

と
な
っ
た
事
業

展
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成

27
年
に
は
道
の
駅
と
し
て
登
録
さ
れ
、
ま
た
、
翌

年
に
は
同
じ
町
内
に
あ
り
ま
す
道
の
駅
「
竜
王
か

が
み
の
里
」
と
共
に
重
点
道
の
駅
と
し
て
選
定
さ

れ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
入
れ
て
お

り
ま
す
。

地
元
の
近
江
牛
に
こ
だ
わ
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

（
要
予
約
）
も
大
変
好
評
で
、
最
大

240
名
様
の
団
体

を
お
受
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

道
の
駅
敷
地

内
の
「
竜
王
町
農

村
田
園
資
料
館
」

で
は
、
近
江
牛
の

歴
史
を
展
示
す
る

等
竜
王
町
が
「
近

江
牛
発
祥
の
地
」

と
し
て
近
江
牛
の

PR
に
も
努
め
て
お

り
ま
す
。

伝
統
農
法『
焼
畑
』圃
場
で
作
る�

�

　

山
か
ぶ
を
伝
承
す
る
た
め
に

　株
式
会
社
ロ
ハ
ス
長
浜

　野の

村む
ら

　佳よ
し

美み

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

　駅
長

　清し

水み
ず

　正し
ょ
う

作さ
く

滋
味
豊
か
な
山
か
ぶ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に

8
月
上
旬
か
ら
焼
畑
の
準
備
の
草
刈
り
が
始

ま
り
、
し
っ
か
り
乾
燥
し
た
こ
ろ
に
火
入
れ
を

し
ま
す
。
こ
の
作
業
が
土
壌
を
消
毒
し
害
虫
の

発
生
予
防
と
な
り
ま
す
。
ま
た
燃
え
か
す
の
灰

が
肥
料
と
な
っ
て
畑
と
し
て
の
準
備
が
整
い
ま

す
。
そ
こ
で
栽
培
す
る
の
は
余
呉
町
に
伝
わ
る

3
種
類
の
在
来
種
の
山
か
ぶ
で
す
。

こ
の
山
か
ぶ
は
、
味
が
濃
く
、
香
り
が
強
く
、

甘
み
と
辛
み
の
両
方
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

余
呉
町
で
は
冬
季
積
雪
が
多
く
、
野
菜
不
足

と
な
る
た
め
古
く
か
ら
漬
け
物
と
し
て
食
し
て

き
ま
し
た
。
た
だ
、
近
年
の
食
生
活
の
変
化
で

漬
け
物
需
要
も
激
減
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
貴
重

な
在
来
種
の
山
か
ぶ
が
絶
滅
し
か
ね
な
い
た
め
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
ま
し
た
。
焼
畑

で
育
っ
た
山
か
ぶ

な
ら
で
は
の
滋
味

を
た
っ
ぷ
り
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る

よ
う
仕
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

山かぶ

山かぶドレッシング

お
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社
ロ
ハ
ス
長
浜　
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
余
呉

〒
５
２
９
―
０
５
１
５

　
長
浜
市
余
呉
町
中
之
郷
２
６
０

☎
０
７
４
９（
８
６
）４
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
４
９（
８
６
）４
５
４
５

お
問
い
合
わ
せ
先

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

☎
０
７
４
８（
５
７
）１
３
１
１

竜王町農村田園資料館

外観

火入れの様子

ぶどう
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れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

6
月
23
日
、
市
民
に
広
く
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
草
津
川
跡
地
公
園
で
の
イ
ベ

ン
ト
と
合
同
で
、
滋
賀
県
産
小
麦
粉
と
朝
宮

茶
を
使
用
し
た『
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
体

験
』を
行
い
ま
し
た
。

7
月
1
日
は
フ
ェ
リ
エ
南
草
津
で『
鮒
ず

し
作
り
体
験
』を
行
い
、
去
年

漬
け
た
鮒
ず
し
と
、飯（
い
い
）

の
部
分
を
用
い
た
料
理
を
コ

ア
ユ
・
カ
ワ
エ
ビ
も
含
め
て

参
加
者
で
考
え
、
楽
し
く
試

食
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
11
月
滋
賀
県

産
小
麦
粉
を
使
っ
た『
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ン
作
り
』、
1
月
水
口

か
ん
ぴ
ょ
う
も
用
い
た『
ち
ら

し
寿
司
』作
り
、
3
月『
湖
魚

料
理
』を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

４
月
29
日
、
農
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
茶
業

指
導
所
に
て
、
茶
摘
み
体
験
、
５
月
26
日「
環
境

こ
だ
わ
り
ヒ
ラ
ペ
リ
ラ
と
は
な
ん
ぞ
や
」、
６
月

16
日「
え
り
漁
を
見
学
し
て
作
っ
て
食
べ
よ
う
」

の
３
つ
の
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。

赤
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
の「
ヒ
ラ
ペ
リ
ラ
」は
自
家

採
種
の
種
で
無
農
薬
で
育
て
て
お
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

我
々
も
赤
し
そ
を
植
え
る
お
手
伝
い
を
さ
せ

6
月
2
日
に
お
に
ぎ
ら
ず
&
豆
腐
作
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
東
近
江
支
部
初
の
豆
腐
作

り
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
豆
腐
に
な
る
か
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
わ
ふ
わ
の
美
味
し

い
豆
腐
が
で
き
ま
し
た
。
お
に
ぎ
ら
ず
作
り

は
毎
年
行
っ
て
い
る
の
で
皆
さ
ん
慣
れ
た
手

つ
き
で
作
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
豆
腐
作
り

に
必
要
不
可
欠

な
、「
に
が
り
」（
塩

化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
）と
大
豆
に
つ

い
て
の
勉
強
や
、

地
産
地
消
の
Ｄ

農
談
会
と
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
見
学

5
月
26
日
、
当
支
部
恒
例
の「
農
産
物
持
ち
寄

り
農
談
会
」の
あ
と
、
彦
根
市
石
寺
町
で
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
、「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」を
見
学

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
で
昼
食
を
作
り
、
会
食
中
に
は
、
県
の
HP

で
事
前
学
習
を
し
て
、
い
ざ
、
現
地
に
見
学
に
向

か
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
五
月
晴
れ
で
、
夏
を
感

じ
る
気
候
の
な
か
、
絶
好
の
見
学
日
和
で
し
た
。

現
地
に
到
着
。
石
寺
町
は
、
び
わ
湖
に
面
し

た
地
区
で
、
近
く
に

は
、
曽
根
沼
も
あ
り
、

水
田
が
広
が
る
な
か

の
、
水
路
に
接
す
る

と
こ
ろ
に
、「
魚
の
ゆ

り
か
ご
水
田
」が
あ
り

ま
し
た
。

石
寺
地
区
の
責
任

者
の
方
々
に
案
内
頂

き
な
が
ら
見
学
ス

大
津
・
高
島
支
部

今
年
度
前
半
の
支
部
活
動
報
告

東
近
江
支
部

お
に
ぎ
ら
ず
＆
豆
腐
作
り
と
今
年
度
の
活
動

湖
北
・
湖
東
支
部

支
部
活
動
報
告
・
春
編

南
部
・
甲
賀
支
部

今
年
度
支
部
活
動
の
御
報
告

私
た
ち
は
、
地
域
の
食
を
よ
く
知
る
人
も
、

こ
れ
か
ら
知
っ
て
い
き
た
い
地
域
に
新
し
く

住
む
大
学
生
や
親
子
も
参
加
し
や
す
く
、
滋

賀
県
の
食
べ
物
を
見
て
、
食
べ
て
、
感
じ
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
そ
れ
ら
も

順
調
に
育
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

え
り
漁
は
だ
ん

だ
ん
と
狭
い
場
所
に

魚
を
誘
導
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
の
ツ
ボ
と

い
う
場
所
か
ら
入
り

込
ん
で
き
た
魚
を
揚
げ
る
の
で
す
が
上
に
も
網

が
か
ぶ
せ
て
あ
る
の
は
カ
ワ
ウ
が
中
の
魚
を
ね

ら
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

今
回
は
鮎
、
ス
ジ
エ
ビ
、
ニ
ゴ
イ
や
フ
ナ
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
湖
魚
料
理
を
作
り
ま
く
っ
て
食

べ
ま
く
り
ま
し
た
。本
当
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
！

次
回
は
10
月
23
日（
火
）「
落
花
生
掘
っ
て
、
こ

だ
わ
り
野
菜
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」を
企
画
し
て
い

ま
す
。
白
汀
苑
と
い
う
白
い
砂
浜
の
ビ
ー
チ
で
こ

だ
わ
り
野
菜
と
収
穫
し
た
て
の
落
花
生（
こ
だ
わ

り
団
体
会
員
さ
ん
の
近
江
舞
子
い
ち
ご
園
で
収

穫
さ
れ
た
も
の
）を
味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
定
員
15
名
）

Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞

を
し
ま
し
た
。

大
豆
に
は
何

種
類
も
の
栄

養
素
が
含
ま

れ
て
お
り
、

若
返
り
の
効

果
も
期
待
さ

れ
て
い
る
こ

と
や
、
に
が

り
に
は
癌
予
防
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
説
が

有
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
度

の
活
動
は
、
偉
大
な
る「
大
豆
パ
ワ
ー
」に
つ

い
て
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
東

近
江
支
部
の
会
員
数
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
東
近
江
市
近
辺
に
お
住
ま
い

で
大
豆
に
興
味
の
あ
る
方
、
東
近
江
支
部
に

加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

タ
ー
ト
で
す
。
川
と
水
路
は
あ
る
も
の
の
、
び
わ

湖
か
ら
は
随
分
、
上
流
に
な
り
、 

こ
こ
ま
で
魚
が

あ
が
っ
て
く
る
の
か
と
、
ま
ず
は
、
驚
き
で
し
た
。

水
路
に
は
、
魚
が
水
田
に
遡
上
す
る
工
夫
が
い
く

つ
も
あ
り
、
ま
た「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」を
県
内

で
最
初
に
立
ち
上
げ
た
地
区
で
も
あ
る
と
も
お
聞

き
し
、
立
ち
上
げ
か
ら
の
生
産
者
さ
ん
の
ご
苦
労

が
、
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
水
田
と
水
路
の
水
位
を
同
じ
に
す
る
環

境
作
り
に
は
、
驚
き
ま
し
た
。
水
路
の
水
位
を
こ

こ
ま
で
、
あ
げ
る
の
か
と
、
や
は
り
、
現
場
を
見

て
、
生
産
者
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
、

「
び
っ
く
り
」の
連
続
で
し
た
。
た
だ
、
心
残
り
は
、

今
年
は
雨
が
少
な
く
、
魚
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と

の
こ
と
。
生
産
者
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
見

学
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

当
支
部
で
は
、
今
後
も
生
産
者
や
現
場
の
方
々

の
声
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

秋
か
ら
冬
の
活
動
計
画
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。●

滋
賀
大
マ
ル
シ
ェ
と
水
産
試
験
場
見
学

●
多
賀
に
ん
じ
ん
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学

興
味
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

えり漁で獲った湖魚

魚のゆりかご水田見学
豆腐作り

完成したおにぎらずと豆腐

ヒラペリラとはなんぞや

鮒ずし作り体験

アイシングクッキーつくり
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この四月から担当をさせて頂くこととなりました。不慣れな点ございますが、
よろしくお願いします。
さて、今回の特集は、滋賀の長寿のヒミツということで、滋賀県民の皆様は外
に向けた活動を活発にされているということが分かりました。猛暑が続きます
ので、熱中症に気をつけ、滋賀の農産物を食べて、健康に過ごしましょう。（Ｕ）

お
申
込

新規会員向け『滋賀の農業まるごと知っ得』講座のご案内
あなたの知らない魅力ある滋賀の農業を体験してみませんか?

こだわり滋賀ネットワークに未入会の方で、滋賀の農業に興味のある方対象
※講座への参加には｢こだわり滋賀ネットワーク｣ への入会が必要となります。(年会費1,000円)

※ ｢知っ得｣ 講座とは『農業の現場等を訪れ、生産者のお話を聴いて、体感する現場密着型の講座』です。

参加を希望される方は必要事項（①参加される方の氏名 ②住所 ③連絡先 ④参加を希望される日程）を記載のうえ、郵送（〒 520-8577 大津京町 4
丁目 1-1 食のブランド推進課あて）または FAX（077-528-4881）にて事務局までお申込み下さい（申込締切　2018年 9月 7日必着）。
※いずれかの日程のみの参加も可能です。※託児等はありません。※傷害保険費用は事務局で負担します。
※人数多数の場合は抽選となります。※当日は動きやすい格好でお越しください。
※ご自宅から集合場所・解散場所からご自宅への交通費は参加者負担となります。

　こだわり滋賀ネットワークの活動紹
介、直売所見学、梨の生産者のお話と
園地見学。希望者の方は梨狩りができ
ます。

［開催日］ 2018 年 9月 14日（金）
［集合場所］ アグリパーク竜王駐車場
［集合時間］ 9：50
［解散時間］ 15：00（予定）

　開発営農組合にて集落営農を学び直
売所 ｢おうみんち｣ を職員がご案内。
その後、県内有数のトマト産地を生産
者とともにご見学いただけます。
※ バスでの移動になります。集合場所

へは公共交通機関を利用下さい。
［開催日］ 2018 年 10月 13日（土）
［集合場所］JR 野洲駅（北口ロータリー）
［集合時間］9：20
［解散場所］JR 近江八幡駅
［解散時間］15：30（予定）

■�費用（当日現地支払）：� �
1,300円（昼食代）、1人／1,200円（梨狩り希望者） ■�費用（当日現地支払）：1,500円（昼食代）

果物がいっぱい!
県内有数の観光農園ガイドツアー第１弾 農の未来を創る「農育」って何？

直売所見学とトマト産地ツアー第２弾
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